
　 〔前．論〕』．』ご 、』

本確醜部が瞬智卿畔年度報鯨湘るこ
趣嘩紐蜂殊所郷碑親のヂ，源目齢造
’的翻麟す恥醜町飾締琴い・ その結果の考

郷騨今後φ穆踏砺壁弩るこ幸で鱒・

昭和53鞍臨床相談技術共同麟奪i麹告、嘗③、』，．、乱、、、写，1

　　　　　　　　 ／ 』『

　　　　就園前障害幼児の指導該衛を通して』◇1・　i　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、P　F〔：1 　　　　　1『：一l　　　　　lrド』〕・1．

　　　　二その3』旨母親の二一ドおよび態度の変化，

　　　　　　　　　　　　　　〕　～1．．．、　1：ド　　I l』旨　 ’』　1

　　　　　　　・歪「夢担響究者」償

　　　　　　　　　r家轡魁離霧：薯1鵜1誕日

　　謝◇◇．』』
釣 壌井職モ融倉：1滑孔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　辮、眩上記賢分析結果鳶チ鰐用し詐罐昏こ早

，第1部 母親め二一翁め因子分析

　前年度の報告においては，相談所声．クラィエ》照～全

生活の投影の場であるとの本研窄の｛貫した仮説あ’もと

壱も来所障害児の母親の昌州ドをできうだけ構造的かっ

繹騨とちえ孝・．こζ鮒舞塗蓼鱒些ギの
遅れを主訴として来所した就薗前の幼児の母親27名ぞあ

：り・ その纏6 崩斑緬簾通じて鱗考が・！齢

脚予闘究で難熱糖rドー購〔第江鞭界
め第14表〕に基づいて評定を行ったものであ．る。 二

二1前鞭告においてほ 』」1宇め各項目比関餐る参析診よi曙

あらかじめ仮説された理論枠に基づく分析を行なったの

で，ごめ第工部では‘・因字分析によって前年度報告を再

吟味すること壱こしたび　、．、

11、P目的
　（ユ）二一ドをあらわす数多い調査項目をより少ないい

くづかク）グル」ブにまとあ る。 昌　　窯　ご：炎1二

弓（2）・二闘ドの概念的な分類に，肉子分析の結果がどの

くらい一致するかを確かめる． 不ら致が生じた場合に

は1その原因を考察し，L一探索的な検討をする。1酵モニ1X

2　方　　法

凋査項目；

購甑曜の新ドが騨麗を通じてどの妨煙
輝塗るかをと鰯さらに騨璽ウン靭閥研究
で行なiわれるよらな母親の態度変化や洞察についでの蒸

噸よう≧聯のであ蒼聯巧111一 1摂

　ぴ』 こ　 　1ノーL　　　　 lo 即lr臼11　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵯ご∫

．．継頃畷の一〔．ド獺，蹄分榔摩妙畷

のされ方をしたもの（すべての被験者が「はい」と答え

たもの，二域「賂購えコと答えたもめ〉を除いた64項目。一よ

　被験者＝

一前述した母親27例よ、 『』 ・』． i』∴ノ∵ンゴ

』ち分析の方法【シ・＝ン㌧・ 戸』

・略4項目間の相関行列をもとにして，・・まず主因子法を行

な疹だ61・この結果から適当な因子数を定め詐次にバツヤ

1ガクス法により解を求めた。 ．　 ドい、、

　ri一』 一　㌧r・、r』　　 　＝　 　”　　 　1 ’ヌ1’h　 　 乙　・　『

　3 、」結．1界・
1「

』、 ひ」 ’・

．、．．』

　主因子法における固有値， ［寄与率，』累穣寄与率は参考

付表に示されているざ彊の結果は， 『調査項目が，、1かなり

多因子的であるこどを示している、ここかちジ ∫母親の弟

÷」ドが数少ない主要な傾向からなるというよりもむしろ

多面的なものである；とがわかる。1 』、 二． 』～：㌧r　l　l

償参考付表からは固有値の薯しい減少がみられないが‘1、

相関行列をもとにした項目のグルー1ビ拷グを通／じて，、因

子数は13個に限るのがふさわしいと考えられた。バリマ

ックス法は固有値が2．0以上の因子，累積寄与率78．4％

までの13個の因子で行なわれた。この結果をすべて表に

するのは煩雑なため，各因子毎に負荷量の大きい項目を
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参考付表 第1衷第1因子

蓋㏄孟EI麟灘趨i蓄『嶺舗繋馨漏

　1
　2
　3
　4
　5

　6
　7
　8
　9
10

11
12

13　’
14

15　し
16
17
18
1191

20

21
22
23
24
25

26
27
28
29
30

31・

　7．39951
　6。18390
　5．15789
　4．50492
　3，93159

　3，63946
　3．55230
　3，24627
　3，10043
　2．70636

　レ2．48194
　 2．16343　
〆、 ．1コ』101

ン1．88179　

　 卜1．78739

　1．58185
　1．49907
　1臥39710　
　1工㌃13751　』
－　 1‘ 09906、

　二〇．93744『

　0．70756
　0．61453、
　O．54648
　0．38426

　0．24605
　0．00001
　0．00001
　0．00001
　0．00001

　0，00000

　　‡1乳6』、、．．　 11－6
騒．、

』9“7～酬轍21曳2
　　’8．1髄　　　　　　29．3

　　7．0　　　　36．3
　　6，1　　　　42，5
　　　　　　P～「一： 』■『

　　　　　　）べ48i 2二

　　5．6　　　　53，7
　　5．1　　　　58，8
　　4．8　　　　63，6
　　4．2　　　　67．8
ず　　、

　　　　　　　71．・7
ウ『、3・4、　　75・・1
　　3．31』　　　　　78．4

　　2．9 　　　　　　81．13
　　2－8、乱　　F、　84≧1

　　2，5　　　　86．6
　　2．3　　　　89．0
　」こ2・2ぞ．

　9U　　1．r8　　　　　　　’92よ9

　　上7ごず．、　』94』6｝

　　．ユ35　・∫・　　　　96，工

　　1．1　　　　97，2
　1』王0　　9812
》　・　0、9　　　　　　　99．0・

　㌧ヤ0，6　　99， 6
　　0，4　　　　 100．0
　　0．0　　　　100．0
　　0．0　　　　100，0
　　0．0 　　　 100．0
　　0．0　　　　工00．0

　　0、0　　　10qゆ

’＼

1．

、2、

3

4，

5
61

’7

8

9

こ自霊：5『，・；名 因　子
負荷量

E②　　どこへ行って診てもらえぱいいか　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．78791

画檀灘欝黙聯のために紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．77754

F②　　その他の通圏施設の情報が知りたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．62892

　　轡の騨潭持つ欄と齢した’・，612・8取③

　　受診するのがこわいE①　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．53760

　　乗診炉必要だろうか耳②　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，51263

　　子どもの今後の発達の見通しが知りA②　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．5工040　　たい

　　子どもの発達状態の現状を知りたいA②　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．45031

　　子どもの発達の遅れ（ことばの遅れ）
A②　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．41564　　の原因を知りたい

　解釈；1，2，3，5，6は他機関との関係，特に医

療機関での受診に関するものである。7，翫　9 に子ど

も¢）発連にρいて知りた、・すいう蚤とであ為。 4嫉少し

顯の囎であ翻他碑，と鰭の即戯恥賭
え吻る鞍ぐこ桝特に確聯｝である飢を黙
ば ；こであ吻たのも茶騒で脚・す 鵠．、

　因子名：診断，指導上の現実的二一ド（他機関特に医

騨関での購そ醜通じ穿わいながらも子どもの
1発連め現状を知りたい気持）

』第 2衷第2因子
まとめた。・ その結果は以下に・ 各因モの解釈のところ護

示す。

　全体として各因子では，概念的にに2ρ以上の声テゴ

リーにある項目の負荷量が高くなっている。、 必ずし首概

念的カテ1ゴリーと対応していな燈のであ．るわ またある因

子の章荷量が高恥いくっかの項目．問での共通した性質を

見い出すことがかなりむずか：しくなうている。この理由

は，1つには被験者数が少なく，信頼のおけ奄結果野出

なかったからであろうが，もう1つには1今までの概念

的カテ宴リ皆滅は分類そきていながった母親の二一 ドの

ま宏まり，があるかちであろうる前者に問題カミなカ・りたと

仮定じ堵解釈をおしすすめると，、潜在していた母親の高

一ドめカテ禽サーの性質について推測できる。なお以下

第1～13衷においてはじめについているA嚇Gは前論に

おいて示じた項目の理論仮説によるカテゴ・リーをあらわ

す。，）（本論脅は第惣衷参照）』，．

　　八　ら漂詠哩き㌔、受∵：二、一

壌t畠．ゴ♂ 1” 寸、”：1』 』　F’

Nd目．項

r2・

3

A②

A②

P②

目・ 名

4ン

51

6

7

㍗イノレ瞥讐酵もが恥い・

ブレイソレ「窃ヌで㊨子どもの樺子力1知
りたい

適当な遊び友だちがいな恥がどう し
たら｝・いか・一

因 子
負荷盈

0．83218

0．80707

、0、75127

．網難轡緊鰹：轡1』1・・嘩
D①適当な避び友だ覧がレ・｝なくて悩む、　　　　　　　　　　　　　　　　　　 q硯曼2

C②自分以外の家族に会って欲しいr

F③園へ紹介してほしい

O．51530

・0．47163

解釈 ；1，2，3，5は子どもの遊ぴに関する項目で

ある。：ヌ，2，4に子どもの現状を朋．らかに．したい七い

う頂目である。1 6， 』7二4〉意味曝明確でな｝㌔
・・＿

　因子名：．子どもの現状，特に遊びが悩みでそれにっい

ての対処
　　　　　　　　　　　　　　　よご一・　　 一　ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　〆　』』

　　　　　　　　r■、　　　　　r■

！

〆＝』
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宮崎他」＝母親の寵ヴドおよび態度の変化

第3表第3因子 r．ド　’ξV鴫．屯 第5表第5因子 吏
『｝∫一

晦卜
・い

項、1二　　　目1 　　　名添 臨憲
11｝ A①

発達の遅れ丸（
こどばの遅れ）尋対する不安　　　　　　〆

、　
“ ㌦・
㌧■0酒93

12二 F① 園に対しての不満こ『さ． 轄 ン属1・ 0」β8313

31
C③ 家獣敷轍じ婿嬉隠、、・ 0．159451

41

ゆ 幼稚園 例．保育園の惜報が知り たい：ζ⑲卿
5 F② 園と子どものことに？いてどう話じ「

づたちいいか・
0．5159

　豆②・　ノ　　㌔　　‘

耳②

他の機関ぺの通所にづいて適切かど

鱗卿熱…＝ 姻ノ、
詠砲こ嫉禦鱗し魚、

も1’マ
10‘51083

　　　　　　Tず　”

950膨

叫，・

1ユ。

3

4

‘5，

＝i11（1

6

7
コε

D①

F②

A①

⑳
D①
．弓

A②

項卜】 目1 名 ㌧ ［因　子．負荷畳一
近所の子どむどう’弐ぐ遊べないの酒
悩む　　　　　　　　　　　r・，

適当な遊び友だおがな、ぐ，て悩む㌧

灘婁駆轡』慈
近所の子ど庵どぢまぐ遊魔るよう：昏こ『

するにはどうしたらいいか㌧・

潮嫌鯵麟整客鞭、 ・答．
ヲレイルームでの子どもの様子が知
ワたし芝・』∫ 湯ぐ≦ じ； 純三・こ・ こ』 lr り、牙

』0、G73β5

』鍾饗5

0．59ヱ59

、0．56434

』0155470

0．44189
uズ 6

0．41306
』｝　、♪

　解釈：2，・ 4，♪1、5…二7は幼稚園垂；関する項目蔭挙1為・

6は園ではないが他機関に関するという点で類似してい

るσ1ユがマイ≠スになうて婚るのは1・園に，いて無にか

かっている母親が，ことぱの遅れの不安はむヤろ既に前

提として泊鋤臓出されないと味為949π、≦ナ
不．胴榔鰹れる。3の意味は明確で1ま痴磁 以上

の1こ彩を考える葛これは子どもの幼稚園就園後に起こ

？努融うな悩み咽子と嘩祝、
』’因子名＝ある程度幼稚園・保育園にらV・ぞ憐報を得1し

かづ就園前後に起ごぢ奴淋安擁海 ・▽ i滑

棚、遇2・ 5と．⑨，マ壁ξう嘩び燗勲項
目であるぴ銭r4はあま’φ萌確でないがド先有ぎに関す

る懸念1といえるよ竃み菌争はlk亭！もに乏らモ適動な藻

塗がな受，1串どもに象きをジしV｛密接な証会蚕境が疹養撫

ち葱』るがが気ががり謎壱いう気痔ぢ芝“え∫る1だろらぎ畠

灘鴛璽轡瞳魑擁萎轡
．F
1＞だ， レニ 欝近．欣i凄｝、混宜怪『、乳∵∫げ．1汐 1．（』，、1￥ 冊

　　　、・壮ン きλ1』ri∴r・

第6表第6困子養 1影包、1二 ぺ
【 』・ 　＾

、第4表、第4因子
ヒ虞 こら、、　ン｝1、，～

幡卜1
1
Jj、

、2

』、二ぐ

』3

・塩

6

G②

F②

み②

耳②

卿
G②

　　　　　　　　　　　　　　因　二子－　　項 r　　 目　　　・・名
　　　　　　　　　　　　　　 負荷量－

　　　　　　　　　　　　　　“
へ』 　li

騨饗，レ、鱒1◎寒、“、　　　　　　　　　　　　　　0．84753
　　　　　　　　　　　　　　　51s
騨糊∋禦響響ナ卿7．
客観繊料（知歎みト☆騨懸10．63145
ト）1カ1ほ 歴　　一、』、∵ド．ll謀
　　　　　　　　　　　　　　ぐ

」　　工

瀟制隙関糎糊、夢㌧」 x』 照騨
綴齢霧離讐腱叫“葦・堺
傭報に接した がどういう意味力涛まっ
　　　　　　　　　　　　　　0，48722きりさせたい
　　　　　　　　　　　　　　ン濫慮

擁釈≒⑥炉5・6は鮒蠣鞭嘲する騨毎
蕪や意疑求め嫌解鰹繋9噸が～
ヤび双なづている煎瞬鞭揃る6・・鱒な硬
雌葛こ購嘩魍ζ』鯵磯貌憂草身磯
』耀直接施わ1りのあるところ菊潭てく蘇嚇胤

顧よ捗郵う制麟次元頂唄等鯵麟璽
とまりと考えられる。

栖霧劃麟覗実的泳メゆ乙二」1ドるr誤！恋

寅α 項　　目 　盈、 因　子
荷量

ゼ　　㌧　　　　『　　　－　■－

≠砲繰轡嚇解解で轡” 0・7串458

・2．
　　曽

罫⑥ 騨へ紹介してほしい　オ㌧か　．．へ1心 rO・旦81β7

隻、 く｝⑨母獅姻卿を勲剛1、繊 与6印8

1函 β①
子どもの状態●・働1嶺宏麹らだぢ，㌧．腹立ち1け怒1り“二惹一・＼

・砿翅3

：籍 傘①雛騰懸鰹騨 r膨晒
試繍藩イ1，静齢婆幅1、爺劃霧献

起こづてくるいら だち；1 り，怒rりのような感情をあら・

わ3す項眉であるぴ2i蘇3共に二㊨ま甲1うな感情といンう撒り

ンも～ンもう少．し静かな欲求を示池貞｛と祐に亨：イツト堺セこなわ

ヱいるのは注意を要する51この因子は園呑の紹介や方ウ
耳世ッ》でグを受けることなどに考えが及ばな恥邸身動き

の之れない状態でう』やり場のない腹立ち哉イ彦イラが泡、

こるという母親の気持あ・であろ、う」、戯’ゼいシ或窟ζ丸』 』一

ン因子名、；・子どのことについてづξいらだち測焦り曇就隠

先・進むべき方向も定まらない気持ぢ訟鼠；臥》ゆ》’「し鳳｝、
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第了衷第7因子 第9衷第9因子
Nα1

・1

’2

＄

4

5

6

7

F①

A②

B②

F②

F②

A②

C②

項1 目 名 因　子
負荷量

その他の通園施設への入園に対する
　　　　　　　　　　　　　　一〇．84437不安

子どもの気持ちや行動の意味が理解”
、55543

できないので知りたい

こういう場合の子どもへの対処の仕
　　　　　　　　　　　　　　0．550ユ6方を知りたい　　　　　 ン1

薗と子どものことについて，・ごう話
　　　　　　　　　　　　　　一〇．52180し合ったらいいか　、　　、F］

その他の通園雄設の情報が知堕たい　　　　　　　　　　　　　　一〇，50504

子どもの発達状態について現状を知
　　　　　　　　　　　　　　0．47355りわい．

家族の問題を処理するにはどうした
　　　　　　　　　　　　　　0．42577らいいか

恥1

1

2

3

4

G②

E②

D①

D③

項． 目 名 際謹
気が楽になる， 気が晴れる，’一人で
レ、ると気が重レ、

受診が必要だろうか　

子どもの障害について語し合える人
がいなくて悩むr

地域の障害児を持つ仲間と連帯した
い

0．80929

0．51369

0。46448

0．42346

　　　1，4，5は園や施設に関する項目である。2，　解釈：

3，・6は子どもへの接し方，理解に関する項目である。

7は≒Φ両者とも畢質な項目であ斎。 2，3， 6のよう

に子ど、もり現抹で悩んでいる一市で，1恥，4，5のよう

琴園④こと㎏問題になっていない， ≧いう算掩ちを亀：子

どもの通園を現実的に考えるに至っていない豫階での，

子どもの理解と対処の仕方を知りたい気持ちといえるだ

ろう。

　因子名；子どもは通園レベルになっておらずもっぱら

子どものことが知りたいという気持ち。・

　解釈；1，3，4は気持ちを理解してくれる他者がい

ない，欲しい，いるので気が楽になるという点で一致し

宅いる。2ははっぎりしないが1かなり訴える場を求め

’ていると考えれば，共通している。

・因子名；理解し合える他者を求める気持ち。1

　第10因子以下については解釈を省略し，表のみをかか

げる。

第m表　第10因子

Nαi
項 目 名
1因　子
負荷量∋

1

2
F①教育制廉への不満

G②語すところはこ導しか．ない

一〇』86652

－0．75940

第11衷　第11因子

第8表第8因子

Nα卜r項 目 』名二』 因　子
荷量

11A①他児への羨琢

2F①奮齢：羅手帳などの受益に対す

0．77821

0．73094

3』A①て普通の子と違う）異質性（の恐れ、0．59735

・4’
①

5F②

綴蘇象麗に鞄空・ツ

福祉金。愛の手帳などの葉益につい
て知り箆い

0．41243

0、40182

Nα目　項 目 名

1

2

3

4

5

6

B①勢響霧お講かった鱗自分

E◎医師不信，行っても仕方ない

A嬬鹸窪鰐鰭れ（ことばの脚

E②騰艘漂所について・適切酵

B礪ど齪攣痢騨するいら立

B礪切に対応できない脚麟州

因　子
負荷量

0．74134

－0．67工16

　0．59697

一〇．55810

0．44984

0・40660

　解釈： 1， ．．3は子どもに関する項目で，他との比較に

おいて特に起こ づてくる感悩を表わrしている。2，5は

福祉金・愛の手帳のような特別な制度に関する頂目であ

る。4は明確では塗いが， 2，5に近いづこの因子は，

子どもが他と異なる，特別なのだという、認知とそれに対

する否定的な感情を表わしていると言えるら

　因子名．1．子どもが將殊だという認知と，それに関して．

起きてくる否定的感箭。

鰍2表第12因子
Nd

1
2

3

4

5

項 目 名． ．隈荷孟

B①

C①

G②

C②

G②

子どもに適切に接することができな1
い自分の嫌隅感

同胞との関係に悩む

惰報に接したが，どういう意味1かは
っきりさせたい　

家族の問題を処理するにはどろした
らよいか

本を貸して欲しい 、、

0．76208

－0．69696

0、68893

0、514？6

rO．41626

一250一



宮島亀：母親の二・一ドおよび熊度ゐ変化

1「

1鐵第13因子

Nα1項 屑r 名－

1

2
13

4・

一5・

因　子
負荷量

阜①磐して聯時間力1ζ轡蝉1“・醜

輿吻蹄鯛を紹螂ほ匹、　　　　　　　　　　　　　　　　 α56954

G②本を貸←て障い「 ∵．）　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．47工34

F②幼稚阻・ 保育園の箭報が知りたい・　　　　　　　　　　　　　　　　”0。46939

B①誌郎鹸穫麟レ）の力幽‘砿427・4

　・4～．要約と考察

　この研究め被験者数が少ながづたどい・う問題等のため

に，結果が不明確になっていると考えられるが，ひとま

、ず績果をまとめると・開査象目はかなり数の多レ》（ごこ

では魍の）因子と レて母診糧十ド騨紗な
嫉通し準まとまり紬姿乏肺よワ・：鱒元的騨る㌧一

といえるら・

　二一ドの理論仮説による分類と，因子分析の結果は必

ずしも藁致していない。1♪つの因子で，2つかそれ以上’f

あカテズリーに入っていな項目の負荷量が大きくなって1

鴨篭とが各い？、一方聯なばらつきが瀕わけ郊な

て1したがって今後の検射を待たなければならないとこ
ろが多いが∫現段晧そ示唆されるい くつがの点はあげる「

ことができるる。第1に，例えば，勾的で表画餉を〔一

　ドのまとまり（第4因子）から，強い怒りのような否定

酌感惰の色相の強いi∫島ドめ’まとまり（第6因子）まで，

輸雄嘩が騨、瞳贈鰻鯉
ないかど思われる。

　　　　　　　　　 　 ヘ 　　い　　 　セ　 　　　　ず　り　へ　

r第癖、聯撫蘇で瞳吻～靭町め≧う
欺子醜の発憲跡の凶ジ嘩 睦母親φ讐．ド
・φまとま嚇暗薮箪吻紋し・るも嘩琳鱒
多I 諭固子峰診ズ鯵紳奪禍と・ 健も牌
解1セきな喚で困6七経る母親1ま，．、ま充園や簿設嗜やV）∫

嘩解舞麺至ら画； 麺1わかるるつ畝 翅
ゆ鯛の畔もは・囲璽蝉寿郷 ・ 1騨も寒
　くデ幼稚園レペルに至づでおらず，r母親は園や施設のと、

とより，母親と子どもの間でのことが心配になすて恥る

めであろう己第3因子は， 幼種園レベルでの間題におけ

る二一ドがまとまっているという意味で，もう少し進ん

ンだ段階でのまとまりといえるかもしれない。

　要約すると，そ苑ぞ塾爾甲子嫡「勢ラ¢尋、二慌ρ深

さ，強さの程度によ一ってまどまりをなしているように思

われる＝。②子どもの発達φ遮応の程度によづてまとまり

をな しているよ．う琴悪わ簸るo③その他にも個夕の事例

によって乳 ざらに検耐すびき廊跡生じてくる．と思われ

る・、そり」醜麺第職塾・ズ1芦干明うかにさ

れるであろろ。

監

ご、

．第豆部1、母親の二一ドおよび態度ゐ変化

1・目　　的

　前年度にひきつづき，障害幼児のグルーブアブローチ

艦芦嫉多母現のテードとそれへの対序を明確に寛るた

玲2前年度ド得られ㌃二一 ド玲鵜その侮を基準琴し，

処遇過程における母親への質問紙および疽当者の評定を

行癒い，・それに基づいて母親の昌一ドおよび態度の変化

のブ匹雪洛を吟味する。．

」2キ方・　法

　母親のま一ドおよび関連する癖項について相談期間中

嬬諮夙る変化を把握するた袴にg次Φ4つめ方法碧軍い1

た。

　ト 』ぐ一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、r，
A－1山前年度化得られたユー下項目のヂ晶ックリスト

．、

．、備果の第瞬参駆評御磯の面擦都’
　転　：より行なわれた。1（g月，耳月，孝月実施沖）　　・

許㍗岬，こ郷して母親自身廻答㌣る胡なチ
∫．．． ヱックリ スト　〔第工5表〕を作成。’．（ただし該当

　　　　　　　　　ノ
　　　卯な順目購帰ズ、腓た9）（暢11
　　　月，2月実施。）

Bヤ母親励ウシ靭塑過齪評定ずる研究に諮
　　　いてr般に用恥られているものを狼自に作成。

　　　（文教六学年誇警ズ術蓼わ塾てセ・る研究と同」

　　　めものとした』）て第17表二①〕（月1回実施。）

B－2；・乙同上6r母親用ヂ三》グツ1スト』。 〔第17表一②〕

　　　（9月ピ1職2：月実姫・）’、．ll．：I ⊂l

B－1・B－2は3，岬勲轍腔馳咳鋸補脚
．であるが，従来形式ゆ研究との関連を一応把握してお

　く必要があると思われた乙1』一1げ　r　　㍉　・忍

丁く一工・・A－2の評定に際し七は海親り聯喋拠騒

こ．ととし，全体的に問題意誰が推定斉処でも％それカ1

雑騨螂の中で語鱒なけ翠評定鮮越姫
　こ乏とした。ただし項目に示されたような置≧ぱで罐

　られる必要はなく，具体的な会話の申容奉その漂目め

齋近いも？と解殉糊畔寿幣1萱

・一 51一
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②レ｝＝ヌ ．舜診が塑獲ろうか． 、－ 1 Ol『’iき
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0 0 ．6　0
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「r｝r

∴ン1マ』ト

　　■　、　　■　　

、ぐ曜
㌔ρ』． ．0 15ぐ　1曽　　　甲こ

・他の機関鳶の通所について適切かどうか知りた ン夢ご 心2ンし琴 さζ璋 “、か」母阻 ‘耶1 ∵6
1』

乏　1

冒　　　1

、

，細姻麟瞬受診嫌め畑介して壱ましい 真ジニミ：黛燃窟
｝rJ（

Fヘン’

じ諺
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ρ
㌧　　　。よ

！6．ぞ0

一｝ ’他の通所機関ぺ紹介じ宅ほしい　　　　桜」期 ンー嫌丁勉彦ぜ≒撒ンな 1総1 ＞厩ンo 【』 ず』5．こ1

弧灘・融雛につ賦の問題 　　　　、二、、
，㌧ ㌧礼i野 こ、二 裂』lliOンニき．1…『

ニヘ・、 ㌔“ρ■ 1い二」㌧．ハ ’・㌧』

・、・ えllぐ℃ c　l

A．d

　　 一激育制度に対する不満・ 　　　　　　　　し ．イ＝8」 、ミ、1，［ 熱2・・り 叡r ず2 「：』3、 う0 ミド、1σ二 ・江 1．4．く 1

1難暁鯛恥の頑嗣する不安 え’1夏ミ』
蒐 》 「丸 』ず 1凱 八ぐ鵠卜2，くr3♪≒

守乱 ’吋1　』 』ol 　，k6 ，0匙

・その他の通園施設への入園に対する不安1虚ノ∵ 』・1二 1．〔 0『 1
、

2
し

、　・ 、）腫 4終 胆1｝ と2！ 』4，1 工0

　〆
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② 園の選択について意見を聞かせてほ しい 2 　2 ．＝㌧ 』1ド 1 iI 4『

激育制度に関して知りたい 0 0・一 ぞ　
の
0 9 1司・雰

幼稚園・保育園の情報が知りたい 9 4 5 0 0 213
他1

r1． ユ
、、・樺

その他の通園施設の情報が知りたい1： 0 1 1 、0［ ユ
収容施設の情報が知りたい． 0 2 ／ 』0’ 0 ．61・

0 0 1一 11 0

福祉金・愛の手帳などφ受益について知りたい 0 0 1その 0 11
園へ紹介してほしい 9 3 4 ・0 0τ 2 3

他1

0・ 0・

5　4
園と子とものことについて託し合ってほしい 0 0 10 01

16　0
その他の施設へ紹介してほしい 0 0 0ズバ　r 0 6　　0　・　、r

制度の改善に向かづて運動する 0 O　r 0 0 61・

iG．べそ　の　他　　　　　　　ン

①
くマ不コ薗の）情報に接してシ3ックを受財不安になる

［・1211
・1卜・

．1 51・

②a

16い　　　

0 2 r 0 2 41・

’本を貸レてほしい（紹介してほしい） 0 2㌔ 0 2 41・あ

発語を促す治療教育をしてほしめ 1ノ 1 監　‘

・0 0・
、引・聾

母競のカウソセリソグを受サたい　 0 0 Ol μ 』61・

通所日数を増やしてほしい 4 f2r 0。 0で
412

面接時間を適当な生活時間に合わせてほしい 0 0 0 1、0し ：61・

相談料の減額あるいは免除をしてほしい 0 0 01 Oi ・6卜9

第15表

　　⇔　　 1
戸

一◎　次の各項目について，現在のあなたの気持に　特にあてはまると思われるところ

　　　　　　　　　　　　　　じ 　 　い　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ 　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　（はい　いくらか　いいえ一のいずれかを（．）で囲んでくださいる㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）リ　　　ハ

　・1． 子どもの発達の遅れに対しての心配　　 　　　　　　　　　　 はい

　2，‘』子どもの行動の意味が理解できないいらだち　　　　　　　　　　　 はい

rβ，1 子ごもの変化・成畏をなかなか認やられなレ・あせり　r　　　　　　 1はい
　4子ぐもの将来の不安　　r 1　　　　　　　　　、 　．　． 　はい
05，」子ども：の発達状態について現状を知りたい　　　　　一”　　　r1 はい

16．i，子どもの気持や行動の意味が理解できないので教えて欲しい　　　　　 はい1

　乳子どもの発達の遅れの原因を知りたい　　　　　　　　　　　　　　　はい
　＆子どもの今後の発達の見通しが知りたい　　　　 　 　　 　 　』． は“

　恥子どもにどう接した5よいのか分らない，混乱してしまう　　　　　　 はい

、

1α』子ξもの状緯f行勤に暫すういらだち，腹立ち， 怒り　　 　　、 』．一はヤ、

　11．子ども ば適切に接す巻こどができない自分への嫌悪感 ．　　　　 　　1はい
q2．ト子どもiを順調に育てられなかったのは自分の育て方のせいかと悩む　　　はい・

瀞τ1こ璽駕創巌ゆ蜘りたい』 　　 即
　14．父親の非協力に悩む・　　　　 、　　　　　　　　 　　　　 r　　　、はい
1’ 訴きfう：だいと本児との関係に悩む 　　　　　　　　　　　　　　はい

いくらが　　いいえ

・いぐらが1ハーいいえ

．い くらか 　いいえ
いくらか レ～いえ

、いくらか1一いいえ『

いくらか、』1、い恥え

いくらか　　いいえ
い1ぐらが’」1いいだ

、』い＝く・ ら爽、 皆陣・え、

ン、く、倭塵
ノ．、
驚いえ

ドいくぢが以ちし鷺・え

．い くらが1・いいえ
』い≦1ウ参．．いいえ

いくらか 　いいえ

し、ぐらか！．斗～いえ
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富崎他：母親¢〉芦鱈ドお渓び鱗度卑変化

　16．近所の人の無理解・好奇の目などに悩む

　17・近所の子とうまく遷べないめで悩む”

　18，教育・毎祉制置を充警し∫ほ しい・・…

　19．「教育御輿に対する不満 ：、「．、、、㍊で、
、

　20．幼稚園・保育園への入園に対する木安

　2エ三 園の選択について悩む
鴨1 2，幼権薗。保育園ゐ情報が知ケだ亘＜ρ二臼マ．

　23，．園への紹介などを相謙所で採駿レ∫ほしい

　24．その他気になって“る癖がありま！したら， うらにお書きください

はい　　いくらか露． いいえ

はい　　いくらカ・　1いヤ1零

．はい　　 いくらか　　いいえ

．、

よ恥　　』y、く1ら換、、、隠いヤ♪え、

はい　　いくらか　　いいえ

壱鰹頑セ』く： 亀力、ト：跡レ｝星

はい　　．、いく らカ、 、　いい末．

はい　　．めくらか　　恥いえ

　　　　　　　　　　＼　し’　

、て結果（2）め変化に関する考察では，’できるだけ両者の一

一雰亥る部分蓼勢脳等すうことにし拳◎、（孝嬬雀降）

　（21 次k， 同じく評定A－1，A－2rζ二・一ド項目）の変

一化すなわち嘩接者による変化の評寧1（今呼卑響化）と母

1親自身による変化の自己評定（A－2の変化〉を各スケー

ル毎に上昇・下降・不変・変動・その他に分けて整理し

；た。その各々の基準は次K示すとおりである。

　　上昇…’塀脅へ磯叫
　　下降響驚のみ謡勉し、・
　　不変……上昇・下降ともにないもの

　・蓼勲’1’襲L昇ゼ下降と唱にあ邑るφ・

　　その他…不明，明らかな誤記など

　結果嫉第手嫌右翻の柏（第4柏7第翼相）のとおりで

＝』ある。全体的にみて上昇傾向を示した率は極めて少塗

二いゼ臨床相談過程が問題を解消しで妊≦過理 だとすれ

。ぱ，二一ド評溝が下降鱒向を示すのは一応もっともなこ

とであろうゼそこでA－1，A－2に共通する21項目（第15

r表にあげたArチ駒ック項目φうち， N6；18，No』20菟

A－1の示す出属アンスと違いすぎるので除外ン1について

’下降得点を吟昧し鵡 ここに下降得点とはヲぞめ項宙に

1対する下障評定を得た被駿者数そお観”まずヂ・下降得点

毛以壬め項目 を 「下降項目」と1した場合の践61， A毎め
ご」致率をみるど i2／2fと な疹5次に2f項自の中添ぢン

・医缶癬屍憾櫓を二糺顧目ぐ画中繭以．勘斥
1磁を京じぞじ・ち墳旨yiをびぢむ・出し七みる乏第お表めよ

すになる。ちなみに，項目の左端にその項目が第工部セ

　第16衷

P爵緯離1㈱1顎ン

撫叫3様離雛奨暫勢郷唖黙額醜
‘醐71ド寧』1子融あ今節雑φ購ゆ鄭禿“

　 得られたどの因子に属しているかを示す。一こ制らの下降

　　5項目はすべて第1，3，7因子辱郷してレ∋る㊨カ1特徴

　、的である。　（ただし4番目は第1因子に挙いてアイナス

麹、彫嘱玄聾う鶴もに薪ナス茸硝をさら
　　比吟味ずるたあ，』逆に第 1，3， 7．因子の諸項目・の評定が

　各々どのよう琴変化し之かを調べると次⑫きう婦塗る。

　　（表略）第1因子1こついては既に前述したように下降項
　　目の ・つがマイナ湘壷示してヤ・る壱まか領爵矯

‘蹉下降得点σであり，｛・畢貫性を示していない♂第3眉子に

　　ついては， 前記2項目がいずれもマイナズ項員で為吃

3伽ずべ君麟点う脚㍉診ま裂箏2壁断即て
　下降しにくい項目からなる。このことは後に考察する。

』知齢祇漿幽鶴を除1暑町噸恥慣して
、、1庫駆ア燦卿畔騨ζ遣賊すなわち第ウ
　　国子は』貧して下降じφすい5』このこ とも稜に考察す

　　る。

　　』なお1，』・ぢなみに上記こぎ因子以外の第2V4｝5』6∫181，

，、，、，咽鷺蝕胴樺曝辮，レ購果監鄭因子にお
『“そほゴつを除いゼ下降得点ず苓てgど“う非下降」』貫

｝ 一性がある程度みどめられるが，他はいずれも一貫しない

　　かまたは不明確であった。　　 　　　　ひ尉霞

　　（融．湊鴛騨 畷饗度噸す硯寧結果（醤
，考蒔蘇學非騨殖瞬距2＞、に？いて搾

　化の魂求めた瀦果噸厳δと酌莇る♂追
　　：このスケールにおいては下降傾向はあ嵐り認め，嚇れ

　　ち上殉二脚紳鱗る5⑫ス殖！レが饗轡
　：療ブロセスス磨一西であることから一応うなづける。、そ

　： ご崩‘2編爾応麹稲の康（B一勅発助

　 に対応して磁い第、傾騨除y・たもの潔？咋翅
　　魔が婦に騨喚騨を堺囎と…レた・・勘
　　阜一2と㌻㌧上聯のr2獺少ず麹も上昇驚ヤ
　　も1のr2項目であるびどもに上昇をみだ2項且がらす

　　ると，母親は面接過程を麺⑫ぐ協調的碍なりデ子どもへ

　ぐの接し方がわかるよ．ろ1にならズきiて恥ると 恥づでよい。1

　丸’「子ども鯉の理解j　l　r子ど も1担当者継の信魑」は面接者

　評定においては上晃している1力韻輝親は上昇を自覚して

・一 255一
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）

第IT野①表壕　　，，・
“きギ　　・、

　、r．　　’
　f　　　　　　　　　　　　　　　　Fノ

』烹11♪』昨、．
「r　P

（め1』面接場面の様子（どら思っているように見えるか）
11r二紅阜七 卜f．

1

、〆．一 F 。？勲拠、㌧，1，い！1ノ 1 、1 知・111、，

（劉 遼脚ゆける離現 【　　聖■1　　 レ ”匿一 I　F

表現し零いな唄、㌧1 匿 駿現尿V喝、

（3〉’グル訟ゾ6他のメジバーとの協調 ・』．　、　　　し1」L」二」‘L
　　璃鋤1・月 1『1 　－1棚的’

て4y　　冒’ 7　　　『鴨一『”ヤ 　　皿r『
』 一岬”』■ 　　　　　　　　　　　 』1　　　軍”　1　「　1 ’匿

腰那帳し方－
、
rわか弊ヤ’I　l　I

1 ［わかう

・司蒸徳 』卜・恥一 ｛ 1＝’；1　 　監「’ 1 1　、．

F∫ン1
瑠し迩ない1．1【 1

嘘鰍迩る一

（6）
＝

〆』 r　　　　　　　　　　 1　』　1　 　1 1 『．．ド

親㊨セラ財．トヘの麟｝管　　　　　　1　　㌧，』．．

（子昂脇醜輩鶴れるか） 任せられない1、レ『 I　P 嘩せ顧る』寸

〆・ 1担②委み1

．Nα 　　　　　　　　　　｝　
　，　　　』

ン！ド　　　　　　題』・， 目一！㌧1

（1）』 　　　　　1　2　、3

節な司十1マIH一楽じい
1：

4　5

〈2） 』1この集まりの場で自分り感情を自申に出していると 1　 　『　　　1』 I　　　I

思いますか 出していな▽ミ1”I　I I　I　I て》・る

’（3） ．ζ グループの他の母親皆附し鴇自分はどの奥うに接し I　　　I　　　I 1　　　『

ていそと思いますか 非協調的 匪・1・’1 l　l窃調的こ』

（4）
　　、　”・あな尊はQOち尋ん（⑮接し方に疑問を惑じていま＼

I　　　l　　　l l　　　l

Fすが 感じているL㌧L二1 111 じてし啄い

9 　　　　　　　　　　　　　　　　　　二lあなたは○○ちゃんを理解していると題いますか

　　　　　　　　　　　　

【　1
1 　　　　　　　『r隻　

・理解していない。［ 』　！1・　，； 1
モ理解しで疹る・

（与 ）・，
一’

好ども硬当舞瓢そ蜘．ば子どもを任 一計1

い
1 　　　　　　弔

：iせられま’すか　　　　　　　　　　　・’ 、任せられない1 』・L，　1 』一い1 せられるゑ

第18表

項首 「面接者夢評定1
噛義「

鯵不変
下｝降．1

（1）・し．叫・；3／’ 』エ こ

1（2誹ぜ 』’・／・厨

軌
しζ1§：1い・』巨、

1ぐ4、）・
・『 ほ1 ：・・

・ヒぎ）・　　《　　’　

　　 漁・ド1』≧。

煽←，4い／“・．、嘱

　母親自身ゐ評定

毒身陸剰櫓
・…1・・剣』4

11』ρ1巨・1∴5

・冷』1 ∫寸1、』窪

　．3　　㌧、1　． ム』2

叶ゴ』卜』4＝

ll11ヌ、 ズ、1』』4』

．・
艶項t目嘆第工ゆ｝、く（霧表ηもρ杢 、1

』　
1．、 　 、、、ト

いないぷなお面接者評定で最む著1しい上昇がみ、られる

う濯子ども搏の働きがけの積極性」 1「対社会的態度」につ

》》噂ば湾母親似自己評定に含ぎれ7ζいないので結論をさ

　　　　　　　　　　　　　　、、．、シ｝ ．＞
．，

．1潔乙」i

レひかえう9面接場画噂⑫積揮性’揖曝現蔓ちき、甫薙

㊨評津年おいても遅昇がみ塾齢参ヤゾ・・ こ薙嫉‡ξ複て

半初がら評牢点炉薦拠っ声た夢ζ桑塗ζ牲るゑ西力｝、』全

体を通Pて例蓼グ少な亀項月間り幣律葦監？野て緕爺

．的な解探嫉下しえなb｝卯今後η研窄り参考資料鳶底登嬉

、ξど顔る・ ∵　ギゴ ： i旨、、 ン＝ ｝ト』・。、♪ふ二 ぐ

　4考察　　　　　知蹴
結果（8）は参瀕料にとどめばた結果（工蝶纏離

．関し宅は，すで皆節単些考察豊津でな璽で，…同 じ、蘇坐教

…理ρ予俸郷査にすぎ蓼弩’摂本硫窄り問題畢起9中核序

ふれ碓果（2）の変イ噸す姥騨若干述べ鳶寂

‘い講勲問題職が全働賢降す雛即当燃し
て・踊6翠あ鯵拠融噸ヤ噛に騰朔酔
ることは・．騨解Pゆ聾噸郷尋ま鯛墜鯵
レ、ものがある」』屈コ去」』錦工部驚徳られ‘た1刃子別セごみ差場
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宮崎他＝母親の二一ドおよび態度の変化

合，第3因子（就園その他に関すう不安・不満）が容易

起解消しないものであること，逆に第7因子（通園レベ

ルに達していない段階でもっぱら子どものことを知りた

いという気持）が時とともに下降していくことが認めら

れた。この両者は第1部で考察したように，障害児をも

つ母親がかなり現実の就園その他との関係において意識

を変化させていく面の重要なことをものがたっている。

ただし，これはあくまでも因子レベルにおいて操作的に

砂みいえることであり，第1部で述べた因子の解釈の是

非を含めて，例えば「就園問題に関する不安が下降しに

くい」というような考察におきかえてしまうことは必ず

しもできない。

　同じことは，より内面的な意識の変化についてもおそ

らくいえることであろう。以上の分析結果においては，

心理療法で着目されるような内面的変化に関しては不明

確な答しか出ていない。しかしこれを若干の項目ないし

因子レベルでの分析によってnegativeな結果だと即断

することもできないのであって，若干の項目ではposi・

tiveな結果も暗示されている。

　もちろん以上に述べた不明確声は，本研究がなお極め

て少数の予備研究段階のものであるとい う限界，その他

方法上の問題に多く起因しているものと思われる。しか

し，一方ではケース研究においてかなり明確にとらえら

れている具体像が統計的操作において相殺されてしまう

という方法論上の基本問題も見逃せないのであって，今

後ケース研究によってきめ細かなダイナミックスが把握

され，その細かなニュアソスを生かすような統計研究法

がさらに工夫されていかなければならないであろう。

　なお，本研究における因子分析については，佐々木正

宏氏の協力を得た。
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